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(57)【要約】
【課題】一種の可逆式回動ラチェット・レンチを提供す
る。
【解決手段】ラチェット・レンチ本体につめ車と、制動
装置と、方向切換えスイッチとを設ける。該制動装置は
２つの向かい合わせた制動部材を含み、該２つの制動部
材にはそれぞれ固定部と、歯型と、連動部とを設ける。
該２つの固定部の間には弾性部材を設ける。該方向切換
えスイッチはトグルスイッチと、制御部材とを含む。該
トグルスイッチは回動自在にて該ラチェット・レンチ本
体に設ける。該トグルスイッチは該制御部材の結合部と
スリーブ接続し、該トグルスイッチにより該結合部を制
御する。該制御部材の延伸部は該ラチェット・レンチ本
体に延ばし、該延伸部の両端には案内部をそれぞれ設け
、該２つの案内部は該２つの制動部材の連動部にあてが
い、選択により該連動部を伝動する。一つの制動部材は
単独に、または２つの制動部材は同時に該つめ車へ確実
に噛み合わせることができる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
ラチェット・レンチ本体と、つめ車と、制動装置と、方向切換えスイッチと、を含む可逆
式回動ラチェット・レンチにおいて、
前記ラチェット・レンチ本体には、相互連絡する第１、第２と、第３収容部を設け、
前記つめ車は　外縁のリング部が複数の歯型を具備し、前記ラチェット・レンチ本体の第
１収容部に設けられ、
前記制動装置は、前記ラチェット・レンチ本体の第２収容部に設けられるとともに、第１
制動部材、第２制動部材と、前記第１、第２制動部材の間に設けられた弾性部材を含み、
前記第１、第２制動部材には複数の歯型と一つの連動部材をそれぞれ設け、前記第１、第
２制動部材の歯型は選択により、前記つめ車の歯型に対応して設けられ、
前記方向切換えスイッチは、トグルスイッチと制御部材とを含み、前記トグルスイッチは
回動自在に前記ラチェット・レンチ本体の第３収容部に滑り込んで固定され、前記制御部
材は結合部と延伸部を含み、前記結合部は前記トグルスイッチに接続し、前記延伸部は前
記ラチェット・レンチ本体の第２収容部に延ばし、かつ前記延伸部の両端には、第１案内
部と第２案内部をそれぞれ設け、前記第１、第２案内部は前記第１、第２制動部材の連動
部を伝動できる一方、
前記方向切換えスイッチを第１位置に切り換えたとき、前記制御部材の第２案内部は前記
第２制動部材の連動部を伝動し、前記第２制動部材を前記つめ車から引き離し、前記方向
切換えスイッチを第２位置に切り換えたとき、前記制御部材の第１案内部は前記第１制動
部材の連動部を伝動することにより、前記第１制動部材を前記つめ車から引き離し、前記
方向切換えスイッチを第３位置に切り換えたとき、前記制御部材により、前記第１、第２
制動部材は同時に前記つめ車に噛み合うことを特徴とする、可逆式回動ラチェット・レン
チ。
【請求項２】
前記第１案内部と前記第２案内部はさらに、第１接触部と第２接触部を有し、前記制動部
材の連動部は前記弾性部材の押し進めを受けて、前記第１接触部から前記第２接触部へ移
動し、前記第１、第２案内部と前記結合部との間には、収容空間をそれぞれ形成し、前記
連動部は前記収容空間において移動の制限を受け、前記制御部材の前記案内部は傾斜面を
形成し、かつ前記案内部は前記結合部に向けて設けられ、前記制御部材は金属シートのパ
ンチ加工からなり、前記制御部材の延伸部は前記第１、第２制動部材の表面に接触し、前
記第１、第２制動部材にはそれぞれの固定部を設け、前記固定部は前記弾性部材両端の結
合に供し、前記第１、第２制動部材は歯型の反対側に突き合わせ面を形成し、前記突き合
わせ面は前記第２収容部の内壁において摺動できることを特徴とする、請求項１記載の可
逆式回動ラチェット・レンチ。
【請求項３】
前記第１案内部と第２案内部はさらに、第１接触部と第２接触部を有し、前記制動部材の
連動部は弾性部材の押し進めを受けて、前記第１接触部から前記第２接触部へ移動し、前
記第１、第２案内部の間には、収容空間を形成し、前記連動部は前記収容空間内部におい
て移動の制限を受け、前記制御部材の前記案内部は傾斜面を形成し、かつ前記案内部は前
記結合部に向けて設けられ、前記制御部材は金属シートの折り曲げ加工からなり、前記制
御部材の延伸部は前記第１、第２制動部材の前記連動部の表面に接触し、前記第１、第２
制動部材にはそれぞれの固定部を設け、前記固定部は前記弾性部材両端の結合に供し、前
記第１、第２制動部材は歯型の反対側に突き合わせ面を形成し、前記突き合わせ面は前記
第２収容部の内壁において摺動できることを特徴とする、請求項１記載の可逆式回動ラチ
ェット・レンチ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は一種の可逆式回動ラチェット・レンチに係り、特に一種の制動部材を確実に伝動
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できる可逆式回動ラチェット・レンチに関する。
【背景技術】
【０００２】
台湾実用新案登録第Ｍ３２３９６１号による双方向ラチェット・レンチは、本体、つめ車
、２つの制動部材、一つの制御部材、ばね座金、連動部材と、弾性部材とを含む。該本体
は互いに貫通した３つの収容溝を有し、第３収容溝の底部は２つの固定溝を有し、つめ車
は回転自在にて第１収容溝に設ける。第１、第２制動部材は、移動自在にて該第２収容溝
内部に取り付け、つめ車と噛み合うことができる。制御部材は回転自在にて第３収容溝に
設け、ばね座金は制御部材の底部と結合し、弾性突起部は制御部材の回転により第１また
は第２固定溝に噛み合い、連動部材は制御部材に結合し、その一端は第２収容溝に延ばし
て、制御部材を第３収容溝に拘束し、第１または第２制動部材を回すことにより、つめ車
を引き離す。
【０００３】
先行技術の設計によると、制御部材をまわし、ばね座金によって第３収容溝の底部に固定
し、連動部材を伝動しならびに制動部材を押して、そのうち一つの制動部材をつめ車から
引き離す。
【０００４】
しかしながら、先行技術においては、制御部材をまわしても制動部材を確実に伝動するこ
とができないという欠点があり、つめ車と引き離すべき制動部材がつめ車にタッチするこ
とにより異音を発生し、確実に伝動できない。
【０００５】
さらに、制御部材に接続されているばね座金は選択により、その第３収容溝に固定する固
定効果を有するが、ラチェット・レンチは設計に当たり、厚みに配慮する必要があるから
、ばね座金の弾性突起部を大きく設計できない。一方、弾性突起部の連動部の高さはラチ
ェット・レンチ頭部壁の厚みに対して薄く設計しなければならないことから、突起部の高
さが制限されてしまう。また、ばね座金を固定溝に固定するとき、固定面積が小さすぎる
ため、確実に固定することができない。そのうえ、ラチェット・レンチに加える力量が大
きいと、弾性突起部と固定溝がずれてしまい、固定効果が失われる。前述した通り、先行
技術の設計は逆方向操作の固定効果を確実に行えないという課題があり、改良の必要があ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】台湾実用新案登録第Ｍ３２３９６１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
本考案の主な課題は、制御部材の案内部を制御し、制動部材を確実につめ車から引き離し
て、方向切換え操作の効果を実現できる可逆式回動ラチェット・レンチを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上記課題を解決するために、本考案の可逆式回動ラチェット・レンチは、ラチェット・レ
ンチ本体と、つめ車と、制動装置と、方向切換えスイッチと、を含む可逆式回動ラチェッ
ト・レンチであって、前記ラチェット・レンチ本体には、相互連絡する第１、第２と、第
３収容部を設け、前記つめ車は、外縁のリング部が複数の歯型を具備し、前記ラチェット
・レンチ本体の第１収容部に設けられ、前記制動装置は、前記ラチェット・レンチ本体の
第２収容部に設けられるとともに、第１制動部材、第２制動部材と、前記第１、第２制動
部材の間に設けられた弾性部材を含み、前記第１、第２制動部材には複数の歯型と一つの
連動部材をそれぞれ設け、前記第１、第２制動部材の歯型は選択により、前記つめ車の歯
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型に対応して設けられ、前記方向切換えスイッチは、トグルスイッチと制御部材とを含み
、前記トグルスイッチは回動自在に前記ラチェット・レンチ本体の第３収容部に滑り込ん
で固定され、前記制御部材は結合部と延伸部を含み、前記結合部は前記トグルスイッチに
接続し、前記延伸部は前記ラチェット・レンチ本体の第２収容部に延ばし、かつ前記延伸
部の両端には、第１案内部と第２案内部をそれぞれ設け、前記第１、第２案内部は前記第
１、第２制動部材の連動部を伝動できる一方、前記方向切換えスイッチを第１位置に切り
換えたとき、前記制御部材の第２案内部は前記第２制動部材の連動部を伝動し、前記第２
制動部材を前記つめ車から引き離し、前記方向切換えスイッチを第２位置に切り換えたと
き、前記制御部材の第１案内部は前記第１制動部材の連動部を伝動することにより、前記
第１制動部材を前記つめ車から引き離し、前記方向切換えスイッチを第３位置に切り換え
たとき、前記制御部材により、前記第１、第２制動部材は同時に前記つめ車に噛み合うこ
とを特徴とするものである。
【考案の効果】
【０００９】
本考案による可逆式回動ラチェット・レンチによれば、次のような効果がある。
１．本考案では、制御部材の案内部を制御し、制動部材を確実につめ車から引き離して、
方向切換え操作の効果を実現できる。
【００１０】
２．本考案では、方向切換えスイッチが支え装置により凹み部に固定されるため、確実に
固定効果を有するとともに、つめ車の回転により回動しても、支え装置は凹み部から勝手
に離脱しない。さらに、本考案は時計方向、逆時計方向、時計方向と逆時計方向回転の３
段操作ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本考案に係る可逆式回動ラチェット・レンチ実施例１の斜視図
【図２】本考案に係る可逆式回動ラチェット・レンチ実施例１の立体分解図
【図３】実施例１における方向切換えスイッチが第１位置に切り換えたときの説明図
【図４】実施例１における方向切換えスイッチが第２位置に切り換えたときの説明図
【図５】実施例１における方向切換えスイッチが第３位置に切り換えたときの説明図
【図６】本考案に係る可逆式回動ラチェット・レンチ実施例２の立体分解図
【図７】実施例２における方向切換えスイッチが第１位置に切り換えたときの説明図
【図８】実施例２における方向切換えスイッチが第２位置に切り換えたときの説明図
【図９】実施例２における方向切換えスイッチが第３位置に切り換えたときの説明図
【考案を実施するための形態】
【００１２】
以下、本考案の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【実施例１】
【００１３】
図１ないし２には、本考案による可逆式回動ラチェット・レンチ実施例１の斜視図と立体
分解図を示す。本実施例による可逆式回動ラチェット・レンチは、ラチェット・レンチ本
体１０、つめ車２０、制動部材３０と、方向切換えスイッチ４０を含む。
【００１４】
該ラチェット・レンチ本体１０に、３つの収容部１１、１２、１３を形成する。第１収容
部１１はラチェット・レンチ本体１０を貫通して両側は円形を形成し、第１収容部１１内
壁部の付近端にリング溝１１１を設ける。該第２収容部１２は第１収容部１１内壁面に凹
んで設け、かつ、該第１収容部１１と連絡する。該第２収容部１２は新月状を形成し、該
第３収容部１３は横方向に延ばして、該第２収容部１２は第１収容部１１の反対端に設け
、かつ、該第３収容部１３の中間位置において局所を該第２収容部１２に切り込むことに
より、該第３収容部１３と該第２収容部１２に連絡する。該第３収容部１３は横方向に延
ばした長い溝状を形成し、該第３収容部１３の周縁には該第２収容部１２の反対壁面に３



(5) JP 3150147 U 2009.4.30

10

20

30

40

50

つの凹み部１３１、１３２、１３３を設ける。該ラチェット・レンチ本体１０の表面にお
いて、第１収容部１１と第３収容部１３は接続部と隣接して設け、かつ第２収容部１２は
第１収容部１１と第３収容部１３との間に設ける。
【００１５】
該つめ車２０はラチェット・レンチ本体１０の第１収容部１１内部に旋設し、相対的な回
転関係を形成する。該つめ車２０は、ねじ込み部材を収容するための伝動部２１を有し、
該つめ車２０の外壁面に歯型２２を設け、該つめ車２０一端の付近位置に固定部２３を設
け、該固定部２３は該第１収容部１１のリング溝１１１に対応する。Ｃリング２４は該固
定部２３と該リング溝１１１との間に設けることにより、該つめ車２０は回転自在にて該
ラチェット・レンチ本体１０の第１収容部１１に設ける。
【００１６】
該制動装置３０はラチェット・レンチ本体１０の第２収容部１２内部に設け、かつ制動装
置３０は該つめ車２０と相対的な制動関係を形成する。該制動装置３０は２つの制動部材
３１、３２と、該２つの制動部材３１、３２の間に設ける弾性部材３３を含む。説明の便
宜上、当該２つの制動部材３１、３２は以降、それぞれ第１制動部材３１と第２制動部材
３２に定義する。当該２つの制動部材３１、３２の片側に複数の歯型３１２、３２２を設
けて、つめ車２０の歯型２２と噛み合う。当該２つの制動部材３１、３２は歯型３１２、
３２２の反対側に、突き合わせ面３１４、３２４を設け、当該突き合わせ面３１４、３２
４は第２収容部１２の内壁面において摺動できる。当該２つの制動部材３１、３２の相対
面において、固定部３１１、３２１を設けて、該弾性部材３３両端との結合に備える。当
該２つの制動部材３１、３２の天面はさらに連動部３１３、３２３を有し、本実施例にお
いて、該連動部３１３、３２３は突起の円柱状を形成する。
【００１７】
該方向切換えスイッチ４０は回動自在にて、該ラチェット・レンチ本体１０の第２収容部
１２と第３収容部１３に取り付けて、使用者が制動装置３０を操作し、該制動装置３０を
選択により該つめ車２０に噛み合わせる。該方向切換えスイッチ４０はトグルスイッチ４
１、支え装置４２と、制御部材４３を含み、該トグルスイッチ４１は回転自在にてラチェ
ット・レンチ本体１０の第３収容部１３に取り付け、該トグルスイッチ４１は第１端と第
２端を有し、トグルスイッチ４１の第１端は該第３収容部１３に挿入し、かつ位置を限定
した相対的な摺動関係を形成する。トグルスイッチ４１の第１端は、第２収容部１２の反
対側に受入穴４１１を明け、トグルスイッチ４１の第１端は第２収容部１２に向かって、
移動制限穴４１２を設ける。該受入穴４１１と該移動制限穴４１２はそれぞれ反対方向に
向かって穴明けし、かつ該受入穴４１１と該移動制限穴４１２ともめくら穴とし、該トグ
ルスイッチ４１の第２端は該第３収容部１３より露出させ、使用者の移動操作に備える。
該支え装置４２は弾性部材４２１と鋼球４２２を含み、該弾性部材４２１は該受入穴４１
１内部に取り付け、該鋼球４２２は該弾性部材４２１の突く勢いで、選択により当該３つ
の凹み部１３１、１３２、１３３に陥れることができる。
【００１８】
該制御部材４３はT字型を形成し、結合部４３１と、該結合部４３１に接続し、かつ該結
合部４３１と垂直関係を有する延伸部４３２を含み、該制御部材４３の結合部４３１は局
部的に該トグルスイッチ４１の移動制限穴４１２に延ばすことにより、該制御部材４３は
トグルスイッチ４１に伝動されて、第２収容部１２において回動できる。該制御部材４３
の延伸部４３２は当該制動部材３１、３２の天面に接触する。該制御部材４３の延伸部４
３２と結合部４３１との間に２つの収容空間４３３、４３４を形成し、２つの収容空間４
３３、４３４は該結合部４３１の両側にそれぞれ設ける。該延伸部４３２の両側に案内部
４３５、４３６をそれぞれ設け、該２つの案内部４３５、４３６とも該結合部４３１に向
かう。さらに、該案内部４３５、４３６は斜面形状を形成する。該２つの案内部４３５、
４３６は選択により該２つの制動部材３１、３２の連動部３１３、３２３を伝動する。説
明の便宜上、当該２つの案内部４３５、４３６は以降、それぞれ第１案内部４３５と、第
２案内部４３６に定義する。当該２つの案内部４３５、４３６はさらに、第１接触部４３
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５ａ、４３６ａと第２接触部４３５ｂ、４３６ｂとを有する。本実施例による制御部材４
３は金属シートのパンチ加工からなる。
【００１９】
図３に、本考案による実施例１のラチェット・レンチの方向切換えスイッチ４０が第１位
置における態様図を示す。該方向切換えスイッチ４０を第１位置に回動し、該トグルスイ
ッチ４１より該支え装置４２を伝動し、該第１凹み部１３１に制動すると同時に該制御部
材４３を連動して移動させ、該２つの連動部３１３、３２３は、該制御部材４３に備える
２つの収容空間４３３、４３４での移動に制限され、該第１制動部材３１の連動部３１３
は該第１案内部４３５を離して該制御部材４３の結合部４３１にあてがい、該第１制動部
材３１の連動部３１３は該結合部４３１の押し進めにより、該第１制動部材３１の歯型３
１２を該つめ車２０の歯型２２に噛み合わせ、該制御部材４３の第２案内部４３６は該第
２制動部材３２の連動部３２３を伝動し、該第２制動部材３２を該つめ車２０の歯型２２
より引き離すことにより、ラチェット・レンチは第１方向より、ねじ込み部材を回すこと
ができる。特に説明することは、該第２制動部材３２の連動部３２３は該第２案内部４３
６の第２接触部４３６ｂに接触する。
【００２０】
図４に、本考案によるラチェット・レンチの方向切換えスイッチ４０が第２位置における
態様図を示す。該方向切換えスイッチ４０を第２位置に回動し、該トグルスイッチ４１よ
り該支え装置４２を伝動し、該第３凹み部１３３に制動すると同時に該制御部材４３を連
動して移動させ、該２つの連動部３１３、３２３は該制御部材４３に備える２つの収容空
間４３３、４３４での移動に制限され、該第２制動部材３２の連動部３２３は該第２案内
部４３６を離して該制御部材４３の結合部４３１にあてがい、該第２制動部材３２の連動
部３２３は該結合部４３１の押し進めにより、該第２制動部材３２の歯型３２２を該つめ
車２０の歯型２２に噛み合わせ、該第１制動部材３１の連動部３１３は、該第１案内部４
３５によって確実に伝動され、該第１制動部材３１の歯型３１２を該つめ車２０の歯型２
２より引き離すことにより、ラチェット・レンチは第２方向より、ねじ込み部材を回すこ
とができる。特に説明することは、該第１制動部材３１の連動部３１３は該第１案内部４
３５の第２接触部４３５ｂに接触する。
【００２１】
特に注意したいことは、該制御部材４３の延伸部４３２に備える２つの案内部４３５、４
３６とも結合部４３１の傾斜面に向かうことにより、２つの制動部材３１、３２を該第２
収容部１２内部に揺動でき、確実に伝動の効果を有する。一方、方向切換えスイッチ４０
は支え装置４２により凹み部１３１、１３２、１３３に固定されるため、確実に固定効果
を有する。さらに、方向切換えスイッチ４０がつめ車２０の回転によって回動しても、支
え装置４２は凹み部１３１、１３２、１３３から勝手に離脱しない。
【００２２】
図５に、本考案によるラチェット・レンチの方向切換えスイッチ４０が第３位置における
態様図を示す。該方向切換えスイッチ４０を第３位置に回動し、該トグルスイッチ４１を
中間位置に置き、該トグルスイッチ４１により該支え装置４２を伝動して、該第２凹み部
１３２に固定する。このとき、該２つの制動部材３１、３２の連動部３１３、３２３は、
制御部材４３の移動を受けていないため、該２つの制動部材３１、３２の歯型３１２、３
２２は該つめ車２０の歯型２２にそれぞれ噛み合い、ラチェット・レンチ本体１０のつめ
車２０は第１方向と第２方向に回すことができる。このときのラチェット・レンチは微調
整作業の効果を有する。特に説明したいことは、方向切換えスイッチ４０が第３位置から
第２位置へ移動される前に、該第１制動部材３１の連動部３１３は第１案内部４３５の第
１接触部４３５ａに接触する。そこで、方向切換えスイッチ４０が第３位置から第１位置
へ移動される前に、該第２制動部材３２の連動部３２３は第２案内部４３６の第１接触部
４３６ａに接触する。
【００２３】
これにより、本考案による制御部材４３の案内部４３５、４３６は制動部材３１、３２を



(7) JP 3150147 U 2009.4.30

10

20

30

40

50

伝動し、当該制動部材３１、３２をつめ車２０の歯型２２から引き離すと共に、弾性部材
３３の押し進めにより、制動部材３１、３２の連動部３１３、３２３は案内部４３５、４
３６の第１接触部４３５ａ、４３６ａより第２接触部４３５ｂ、４３６ｂに移動され、制
動部材３１、３２を確実に引き離す効果を実現できる。
【実施例２】
【００２４】
図６に、本考案による可逆式回動ラチェット・レンチ実施例２の立体分解図を示す。本実
施例と実施例１との違いは、該方向切換えスイッチ４０の制御部材４４にある。本考案に
よる制御部材４４はT字型を形成し、結合部４４１と、該結合部４４１に接続され、かつ
該結合部４４１と垂直した延伸部４４２を含む。該制御部材４４の結合部４４１を局部的
に該トグルスイッチ４１の位置制限穴４１２に延ばすことにより、該制御部材４４はトグ
ルスイッチ４１の伝動に従い、第２収容部１２にて回動できる。該制御部材４４の延伸部
４４２は当該２つの制動部材３１、３２に備える連動部３１３、３２３の天面に接触する
。該延伸部４４２の両端にそれぞれ案内部４４３、４４４を設け、該２つの案内部４４３
、４４４とも該結合部４４１に向けて、傾斜面を形成する。該２つの案内部４４３、４４
４は選択により該２つの制動部材３１、３２の連動部３１３、３２３を伝動する。説明の
便宜上、当該２つの案内部４４３、４４４は以降、それぞれ第１案内部４４３と、第２案
内部４４４に定義する。当該２つの案内部４４３、４４４はさらに、第１接触部４４３ａ
、４４４ａと第２接触部４４３ｂ、４４４ｂとを有する。該２つの案内部４４３、４４４
の間に、収容空間４４５が形成されており、本考案による制御部材４４は金属シートを曲
げて形成する。
【００２５】
図７に、本考案によるラチェット・レンチの方向切換えスイッチ４０が第１位置における
態様図を示す。該方向切換えスイッチ４０を第１位置に回動し、該トグルスイッチ４１に
より該支え装置４２を該第１凹み部１３１に制動すると同時に該制御部材４４を回動させ
、当該連動部３１３、３２３は該制御部材４４の収容空間４４５での移動に制限され、該
第２案内部４４４は該第２制動部材３２の連動部３２３を確実に伝動して、該第２制動部
材３２の歯型３２２を該つめ車２０の歯型２２から引き離す。該第２制動部材３２と該第
１制動部材３１との間の弾性部材３３の弾性接続により、該弾性部材３３は該第１制動部
材３１を押し進め、該第１制動部材３１は該つめ車２０の歯型２２に噛み合い、ラチェッ
ト・レンチは第１方向よりねじ込み部材を回して伝動する。特に説明することは、該第２
制動部材３２の連動部３２３は該第２案内部４４４の第２接触部４４４ｂに接触する。
【００２６】
図４に、本考案によるラチェット・レンチの方向切換えスイッチ４０が第２位置における
態様図を示す。該方向切換えスイッチ４０を第１位置に回動し、該トグルスイッチ４１に
より該支え装置４２を該第１凹み部１３３に制動すると同時に該制御部材４４を回動させ
、当該連動部３１３、３２３は該制御部材４４の収容空間４４５での移動に制限され、該
第２案内部４４３は該第２制動部材３２の連動部３１３を確実に伝動して、該第２制動部
材３１の歯型３２２を該つめ車２０の歯型２２から引き離す。該第２制動部材３１２と該
第１制動部材３１との間の弾性部材３３の弾性接続により、該弾性部材３３は該第１制動
部材３１を押し進め、該第１制動部材３２は該つめ車２０の歯型２２に噛み合い、ラチェ
ット・レンチを第１方向よりねじ込み部材を回して伝動する。特に説明することは、該第
１制動部材３１の連動部３１３は該第１案内部４４３の第２接触部４４３ｂに接触する。
【００２７】
図９に、本考案によるラチェット・レンチの方向切換えスイッチ４０が第３位置における
態様図を示す。該方向切換えスイッチ４０を第３位置に回動し、該トグルスイッチ４１を
中間位置に置き、該トグルスイッチ４１により該支え装置４２を伝動して該第２凹み部１
３２に固定する。このとき、該２つの制動部材３１、３２の連動部３１３、３２３は、制
御部材４４のトグル移動を受けていないため、該２つの制動部材３１、３２の歯型３１２
、３２２は該つめ車２０の歯型２２にそれぞれ噛み合い、ラチェット・レンチ本体１０の
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つめ車２０は第１方向と第２方向にて回転することができる。このときのラチェット・レ
ンチは微調整作業の効果を有する。特に説明したいことは、方向切換えスイッチ４０が第
３位置から第２位置へ移動される前に、該第１制動部材３１の連動部３１３は第１案内部
４４３の第１接触部４４３ａに接触する。そこで、方向切換えスイッチ４０が第３位置か
ら第１位置へ移動される前に、該第２制動部材３２の連動部３２３は第２案内部４４４の
第１接触部４４４ａに接触する。
【００２８】
これにより、本考案による制御部材４４の案内部４４３、４４４は制動部材３１、３２を
伝動し、当該制動部材３１、３２をつめ車２０の歯型２２から引き離すと共に、弾性部材
３３の押し進めにより、制動部材３１、３２の連動部３１３、３２３は案内部４４３、４
４４の第１接触部４４３ａ、４４４ａより第２接触部４４３ｂ、４４４ｂに移動され、制
動部材３１、３２を確実に引き離す効果を実現できる。
【００２９】
本考案による可逆式回動ラチェット・レンチは、回動の方向切換えスイッチにより、制御
部材の案内部を伝動して、制動部材の連動部を制御し、案内部より連動部材を伝動し、制
動部材をつめ車から引き離して、一つの制動部材を単独に、または２つの制動部材を同時
につめ車へ確実に噛み合わせる目的を実現できる。
【符号の説明】
【００３０】
１０       ラチェット・レンチ本体
１１       第１収容部
１１１     リング溝
１２       第２収容部
１３       第３収容部
１３１     第１凹み部
１３２     第２凹み部
１３３     第３凹み部
２０       つめ車
２１       伝動部
２２       歯型
２３       固定部
２４       Ｃリング
３０       制動装置
３１       第１制動部材
３１１     固定部
３１２     歯型
３１３     連動部
３１４     突き合わせ面
３２       第２制動部材
３２１     固定部
３２２     歯型
３２３     連動部
３２４     突き合わせ面
３３       弾性部材
４０       方向切換えスイッチ
４１       トグルスイッチ
４１１     受入穴
４１２     移動制限穴
４２       支え装置
４２１     弾性部材
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４２２     鋼球
４３       制御部材
４３１     結合部
４３２     延伸部
４３３     第１収容空間
４３４     第２収容空間
４３５     第１案内部
４３６     第２案内部
４３５ａ   第１接触部
４３６ａ   第１接触部
４３５ｂ   第２接触部
４３６ｂ   第２接触部
４４       制御部材
４４１     結合部
４４２     延伸部
４４３     第１案内部
４４４     第２案内部
４４５     収容空間
４４３ａ   第１接触部
４４４ａ   第１接触部
４４３ｂ   第２接触部
４４４ｂ   第２接触部

【図１】
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